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事務事業名環境問題啓発事業

23
基本事業： 05自然共生社会の推進 担当部 環境経済部  

基本事業の
成果指標

①自然環境学習の参加者数 担当課 環境課

担当係 環境保全

市民 ・環境問題の標語、作文、絵画を小学生から募集し、環境を考えるきっか
けづくりとする。
・小学生用環境学習の冊子「地球にやさしくなる本」を作成し、環境問題
の教材として市内小学校の４年生に配布する。
・市民が自然とふれあい、学習する機会を提供し、人と自然が共存する重
要性を認識してもらうことを目的に環境指標の森での自然観察会、星空観
察会、水辺観察会を行う。
・市民の環境に対する意識の向上のための啓発活動を行う。
・「環境フェア」の開催により、環境保全やごみ減量などの啓発を行う。
・小学生を対象に出前講座を実施し、環境に関するカリキュラムを支援す
る。

環境保全活動が自主的に行われるよう市民の環境問題に対
する意識を向上させる。

計画年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

観察会参加者数

観察会参加者の環境に関する意識変化率

0 13530 50 70

0 100 80 80 90

成果指標名称 単位 目標
02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
401 535 733 789計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0 0 0
0
0

0 0 0
0 0 0

401 535 733 789
0 0 0 0

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.9 0.9 0.9 0.9
7,226 7,129 6,955
7,627 7,664 7,688 789

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

○

●

＜状況＞観察会参加者数は、令和２年度は０人だったが、令和３年度は30人となった。
　　　　参加者数は、当初の目標より少ない結果となったが、参加者の意識変化率は、目標としていた80％を
　　　　上回る結果となった。環境出前講座や環境副読本の作成、配布、環境問題作品コンクールなどを通じ、
　　　　環境問題に関する啓発を行った。
＜原因＞新型コロナウイルス感染拡大の防止のため、イベントの開催が少なかった。
＜課題＞コロナ禍においても開催できるようなイベントの検討など、従来開催してきた観察会の内容の見直しが
　　　　必要。

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

環境副読本や出前講座は、小学校で活用されていて好評です。今後も
学校に満足してもらえるように内容の充実を図っていきたい。

維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

あり

妥当性がある

影響度は中

中程度

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地あり

あり

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

第三次環境基本計画を策定し、環境目標を達成するため、各種の
環境啓発を行う。また、環境問題の解決のため、市民・市民団体
・事業者などと協働、連携を深め取り組みを進める。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人

％

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


